
教育･学生支援担当理事からのご挨拶
同窓生や保護者様を始め多くの皆様には、日頃より「島根大学支援基金」の趣旨にご
賛同いただき、格別のご協力とご支援を頂いておりますことに心よりお礼申し上げます。
　本年度は、皆様方から　
　１）経済的理由により修学が困難な学生に対する支援
　２）大学の教育・研究活動等に対する支援
　３）附属学校園の教育活動等に対する支援
　４）冠寄附
に対しまして昨年度実績を超えるご寄附を頂きました。改めてご寄附頂きました皆様に
深く感謝申し上げます。
本支援基金による支援活動として「経済的理由により修学が困難な学生に対する支援」
につきましては、本年度より給付型奨学金「島根大学夢チャレンジ奨学金」を創設し、1
年次の学生10名に対して一人20万円（9月と2月にそれぞれ10万円）を支給いたしました。
「大学の教育・研究活動等に対する支援」につきましては、本年度より「長期インターンシッ
プ支援金」を創設し、企業等での20日以上の長期インターンシップ参加者2名に一律3
万円を支給いたしました。このほか、H31年度には「県内定着支援金」を創設し、島根
県内へ就職・定住する学生を支援する予定にしております。
国立大学への運営費交付金が削減されるなか、皆様から頂きました支援基金への寄附
金は、島根大学に在学する学生の支援には欠かせない貴重な財源となっております。何卒、
本基金の意義をご理解いただき、継続的なご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げ
ます。

本学は、2019年度に開学70周年を迎えます。
これを記念し、平成31年1月～12月に一定額以上をご寄附い
ただいた島大会員の皆様に贈呈する島大オリジナルグッズに「開
学70周年記念ロゴ」入りグッズをご用
意しました。
詳しくは、支援基金パンフレットや支
援基金ホームページをご覧ください。
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「開学70周年記念ロゴ」入り島大オリジナルグッズについて

※画像はイメージです。
実際とは異なる場合
がございます。

支援基金HP



支援学生の声

私は今回、2017年の9月から翌年の7月
までドイツのトリアへ海外留学へ行ってきま
した。私の家は妹が二人おり、親からの援助
などは難しい状況であり、交換留学へ行くの
は厳しい状況でした。しかし、島根大学支援
基金から支援いただき、それを留学の足しに
することができました。おかげで自らの語学
力の向上及び将来の分岐点として大きなこと
を学ぶことが出来ました。

初めての海外ということで非常に緊張して
いましたが、約10ヶ月の滞在で海外の人と
様々なことを話し、日本ではできないことを
経験することで自己成長につながったと思い
ます。これからも、この経験を活かし勉学に
励んでいきたいと思います。ご支援ありがと
うございました。

寄附者様からのメッセージ

昭和38年（1963年）の春、母校、島根大学文理学部文科に入学、2年間は大学学内の川津寮
南棟で大学生活を堪能しました。

卒業後は、広島で地域銀行の広島銀行に就職し34年間勤めた後、他社勤務を経て、社会保険
労務士の資格を取得し、現在社会保険労務士事務所を自営しています。

出身は島根県内の浜田です。将来の具体的な目標もなく入学したこともあり、大学での講義の
思い出はほとんどありません。しかし、多感な4年間を自由奔放な学風と島大生に対する松江市
民の温情の中で、人生に大切な健全な社会性を身につけさせていただきました。大学生活の思い
出は、軟式テニス部に在籍し、多くの先輩・後輩の皆さんと知り合ったこと、さらに部活動やコ
ンパでの出来事を懐かしく思い出しています。そして、特筆すべきことは、学生時代に知り合い、
卒業後、同期で同じ軟式テニス部にいた妻と軟式テニス部部長の媒酌により婚礼を挙げて以来、
先日金婚式を迎えたことです。私にとって、松江は第二の故郷になっています。

心のふるさとである母校への恩返しについては多くの同窓生の共通した気持ちであろうと思い
ます。　　　　

私も一同窓生として、微力ながらご支援させていただく所存です。

法文学部 岸上 泰斗さん 法文学部 鶴房 賢弥さん

今回皆様の経済的援助のおかげで、交換
留学の生活を大変有意義に過ごすことがで
きました。まず、語学面での向上は自分で
も帰国後にいち早く実感しました。留学当
初は、ネイティブの話す英語についていく
のでさえ苦労しましたが、何度もわからな
いことがあれば聞き直すということを繰り
返し、少しずつ現地の英語に慣れていくこ
とができました。また、それだけでなくア
メリカという国に約10ヶ月滞在することに
よって、本当に様々な文化を持つ人々と出
会い、これまでにない貴重な体験をするこ
とができました。

このような経験を次のステップで活かせ
るように、さらに何事にも邁進していきた
いと思います。
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